


　市職員の仕事って、来庁者への対応とデスクワークを想像していました。配属された課

では、１年目から市民の皆さんといっしょに、「環境フェスティバル」や「ライトダウンキャン

ペーン」「おひさまエネルギー」といったイベントや講座を企画・運営し、参加者の声を事

業改善につなげてきました。イメージしていた「待ち」の仕事とは違って、市職員は自分から

積極的に動くことが必要でした。

　昨年10月、「ＳＤＧｓ de 地方創生」というカードゲームの体験会をしたんです。一人ひと

りの行動がまちの未来に結び付いていることを疑似体験するゲームで、会場は想定以上

の熱気にあふれました。そんな雰囲気に促され、私も気づいたら自然とその輪に入って、精

一杯のアシストをしていました。

　終了後、「自分だけのことを考えていては地域は良くならない」「誰がどんな資源や目標

を持っているか、対話して情報を共有することが大切」といった感想をもらい、わずか数時

間のイベントで皆さんの「意識が変わる瞬間」を目の当たりにしました。

　生駒市は「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、県内で唯一ＳＤＧｓを推進する専門部署が

あります。ＳＤＧｓをテーマにした広報紙の特集記事がきっかけになって、中学校や高校の

授業に関わることもありました。継続して活動されている人や団体の皆さんはもちろん、若い

世代にも興味関心を持ってもらい、みんなで取り組める仕組みを考えていきたいです。

　空き家や中古住宅の流通施策など住宅政策全般を担当しています。それまでは環境

部門で、歩きたばこの防止条例を作ったり、１日に何十件も寄せられる市民の方々の困り

ごとや問い合わせに対応したりしていました。

　異動してすぐ、地域ごとの特性に応じた都市計画をつくるために、モデル地区の方 と々

現状や課題を共有し、まちのミライを考えるワークショップを担当しました。人員が限られて

いるので、関われる地域は１年に１か所だけ。事前に僕たちも、地域を隅 ま々で歩いたり、歴

史を学んだりします。当初は「こんなことして何になるんやろう。地域のことを考えている人っ

てどれだけいるんやろう」って、半信半疑でした。

　回を重ねるごとに、少しずつ交流が生まれ、竹筒に木の実を詰め込んで鉄砲にしたり、

つるからリースを作ったり。ご高齢の方にとっては当たり前のことを伝えるだけで、若い世代

や子供たちはものすごく喜んでくれる。それを繰り返すと、お互いを思い合い、支え合えるコ

ミュニティが生まれるんです。

　ただただ「すごいな」って思いました。これが地域の変わる兆しなんじゃないかって。環境

部門で対応していた「音がうるさい」とか「あの家の木が邪魔」という声が減っていくきっ

かけになるかもしれません。お金ではなく、時間と手間をかけて、徐々に変わった気持ちと関

係性の先には地域の新しい姿があるし、その土壌づくりをサポートできるのがうれしいです。


